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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞
・研修案内
12/13看護G研修　メンタル3階　17:15～
[bookmark: _GoBack]救急対応について
講師：東SGM
対象職員は全職員です。各自出席の入力をお願いします。

・夜間外線対応について
夜間外線対応時に重なって外線が掛かってきて、相手を待たせてしまうという状況があり
ます。10コール鳴っていたら西病棟が取り、対応するとの事です。

・現在、清風荘の空きが1名出る予定との事です。以前から入所を勧めている患者様の調整を出来るかどうか、考慮していきましょう。



＜患者様連絡事項＞
・杉澤　恵子様～14:30西病棟へ転出しています。

・ベットコントロールについて
飯田　修子様～301号室から302号室
金澤　洋子様～308号室から302号室
曽我　正子様～302号室から308号室へ移動しています。

・原　吉郎様～本日9：00～15：00、青山荘一日体験の利用の為、外出しています。
次回、12/18(月)9：30～19(火)9：00、宿泊体験の予定となります。

・飯田　修子様～本日9：30～16：00、母に会う為、外出しています。

・布施　邦雄様～本日、アラミスト点鼻液1本処方となっています。

・曽我　正子様～排便が15時までに出なかったら浣腸指示の文字オーダーがあります。排便の有無チェックしていきましょう。

・松谷　和也様～近日中、母様と本人を連れて自宅の訪問を考慮しています。まだ子細は決定していない為、本人には話さない事とします。

・松永　勘五郎様～明日、西病棟から転入予定となります。

＜要注目患者様＞
・内田　都影様～朝食は不食されており、昼食は再三で遅れてレストランに行っています。他者への話掛けが多少見られていますが他は、落ち着いて過ごされています。引き続き、精神状態について観察していきましょう。

・飯田　修子様～本日は、母に会う為外出されています。外出前はしっかり朝食を摂られており、外出の準備を穏やかに取り組まれています。外出からの帰院後の様子や精神状態を観察していきましょう。

・曽我　正子様～左頬骨部の内出血が見られていますが本人様は、吐き気・頭痛等の痛みはないと話されています。会話では、スムーズにいかない事が見られています。引き続き、精神状態や歩行状態に注意し観察していきましょう。左下腿の浮腫が著明です。臥床時は下肢挙上するよう伝えています。

・上野　千奈津様～本日は、自床に塩をまく様子や妄想に左右された発言は聞かれていません。各プログラム中は参加し穏やかに取り組まれています。引き続き、精神状態や夜間の睡眠状態の観察をしていきましょう。


＜田名部Dr診察＞
・上野　千奈津様～部屋に塩を撒いている奇行がみられています。スタッフが訪ねると「悪霊払い」と話されています。主治医より、被害・憑依妄想症状があると思われる事で、処方内容を調整していくとの事です。幻想は、「目をつぶると光で顔の輪郭が浮かんでくる感じなんです」と話されています。「悪霊」については以前、下北の霊能者のところに行った際に、母方の先祖の霊が憑いていると言われてから、塩をまく習慣がついたと話されています。
　　　　　　　　　臨時薬が処方されています。詳細について各自電子カルテにて確認して下さい。

・三浦　久司様～精神症状的には統合失調症の陽性症状はなく、感情面でも穏やかに過ごされています。今後、八戸で単身生活をしていくことを、千葉行きが反対されれば考えていくとの事です。

・磯島　貴広様～精神病性陽性症状なども顕在化せずに、静穏に過ごされています。身体面での不調もないとの事です。身の回りの整理整頓などは、以前より積極的に行えるようになっています。今後の希望として、一旦は自宅に退院していってよいと考えています。それから、お金を貯めてアパートに住むようにしたいと話されています。
　　　　　　　　12/10の外出届けについて、許可となっています。



＜転入患者様情報＞
　　　氏名：犾守　祐太(いずもり　ゆうた)様　男性
　生年月日：昭和59年11月28日　32歳
　　主病名：統合失調症
身体合併症：アレルギー性鼻炎
　入院形態：任意入院
　　主治医：田名部Ｄｒ
受け持ち　川守田

入院までの経過
　　20歳頃より抑うつ感、意欲の低下等の症状が出現。頭痛や、「頭がジリジリする」とい
った感覚を訴えるようになり、徐々に就労に支障を来たし、21歳で退職。同時期にみかわ
神経科内科を初診し、ノイローゼと診断。数ヶ月通院し、薬物療法を開始するも眠気が強く、
本人・家族が医師に相談するも調整してもらえなかったことに不安を抱き、転院を希望。同
院より紹介され、松平病院へ転院。同院では当初は不安症と診断され、通院を開始。ガソリ
ンスタンドでアルバイトを開始するも、対人関係でうまくいかず、2～3年で退職。20代前
半より幻聴・被害妄想が出現し、統合失調症と診断され、治療を実施。本人・医師で相談し、
障害年金や障害者手帳を受給。また、十和田市内にある就労継続支援B型の利用を希望し、
利用を開始。しかし、被害妄想に左右されて同施設の利用が困難となり、1年で辞めた。以
降も、八戸赤十字病院への入院歴や、Ｈ27年より高松病院にて治療（入院歴あり）を開始
していたが、被害妄想、幻聴などの症状が増悪。通院中断し平成28年12月には治療中断し
している。また、平成28年頃より入浴や更衣もできず、同じ服装で家のキッチン付近のス
ペースでの寝たり起きたりする状態であることから、家族が治療希望し当院へ入院含め受
診相談あり、平成29年3月15日入院となる。



・キーパーソン　犹守　むつ子様(母様)
・OT　月・水・金　14：00～　火・木　9：30～
・障害年金・精神障害者保健福祉手帳を返納し利用していない。
　今後は本人や家族へ相談し必要に応じて申請を行っていく。
・退院後については、本人は自宅退院希望。御家族(母氏)は施設入所希望
・自己服薬管理を実施している。(11/21から自己服薬管理開始し問題なく経過)
・おやつ管理は自己管理(御家族の差し入れのみ)
・日用品(シャンプー、ボディソープ等は差し入れのみで対処)
・ADLは自立、入浴は出来ている

